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卓

、
　
　
　
輪

　
　
　
　
　
興
農
合
作
枇
の
新
貸
付
方
針
及
貸
付
朕
況
、
・

、
’
周
・
知
の
如
ふ
く
我
國
に
於
て
は
、
本
年
一
且
二
十
日
、
戦
時
緊
急
農
馨
物
塘
遷
芳
．

策
婁
綱
を
登
表
、
本
鑑
度
農
竃
物
璋
毒
に
潰
す
る
塞
本
方
、
針
を
明
示
し
驚
◎
、
で

あ
る
’
が
、
同
要
綱
に
於
て
は
、
’
計
書
作
物
の
作
付
面
積
の
塘
加
、
農
擶
勲
造
成
・

改
良
の
積
樋
化
第
生
毒
面
に
於
、
け
る
、
施
策
を
聞
示
す
る
と
共
に
、
．
轍
馨
愈
融
，
，

と
計
書
作
物
の
槍
’
匿
蒐
荷
と
の
開
聯
緊
密
化
郎
ぢ
金
融
面
よ
リ
ナ
る
施
策
に
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

て
も
　
　
　
　
　
”
　
　
　
・
、
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
働
螢
農
資
▲
の
貸
付
に
営
り
て
ば
計
蜜
作
物
の
康
徳
九
年
度
の
出
荷
實
“
績
を

≡
基
準
と
」
康
徳
＋
年
．
度
の
傍
付
，
薗
積
及
出
荷
豫
定
畳
を
勘
案
し
其
の
額
を
・

　
ヘ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
’
決
淀
ナ
る
も
の
と
ナ

　
㈲
螢
農
費
余
6
融
資
に
付
て
は
貸
付
線
額
の
増
大
及
貸
付
限
、
度
の
引
上
げ
を

　
一
行
，
ふ
も
の
と
す

と
の
積
樋
万
針
を
明
か
に
し
て
唐
る
の
で
あ
る
。
之
が
．
爲
，
螢
農
賓
㊤
の
傷
給
機

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

顯
た
る
興
農
．
曾
作
枇
に
於
て
は
、
本
鑑
一
月
康
偲
＋
年
度
費
▲
貸
付
方
針
と
し

　
　
　
｜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
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ノ

～

、

一

一
　
　
　
〇

　
て
一
枇
貫
當
最
高
貸
付
限
度
の
引
上
を
決
定
せ
る
に
引
績
き
、
同
二
月
農
産
物

　
増
庵
遊
に
蒐
荷
促
進
賓
㊤
貸
付
要
項
そ
策
定
、
、
現
下
の
要
請
た
る
簿
庵
拉
に
蒐
・

、
荷
に
寄
與
ナ
ベ
き
新
貸
付
方
針
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
而
L
て
商
要
項
に
基

三
く
滴
貸
付
は
、
春
耕
資
金
需
讃
た
る
‡
三
盈
來
實
施
さ
れ
つ
・
あ
弩

゜
之
が
賓
金
放
出
額
も
從
來
に
比
し
著
し
く
増
大
の
傾
向
を
示
レ
℃
居
る
の
で
あ

　
る
。
以
下
右
新
貸
付
方
針
及
貸
付
に
、
°
付
、
概
説
す
る
こ
と
、
す
る
。
　
．
　
．
，
°

　
一
、
新
貸
付
一
方
針
の
内
’
容
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、

、、

V
貸
付
．
方
針
の
最
も
主
要
・
な
る
黙
は
現
在
特
に
緊
急
塘
産
を
要
諦
ざ
れ
て
、
居
’

　
る
先
鐘
農
毒
物
（
大
豆
、
蘇
子
、
、
大
鹿
子
亘
小
廓
子
、
高
梁
、
健
米
・
、
粟
・
充

　
菱
は
’
°
小
菱
、
燕
菱
及
籾
の
十
一
品
目
｝
の
堆
産
拉
忙
蒐
荷
の
促
繕
驚
…
傘
職
せ
る

一
こ
と
で
あ
つ
て
、
．
．
出
荷
見
裟
貸
付
と
も
構
さ
れ
、
朗
ち
．
本
鑑
、
出
砥
期
に
出
荷
さ

　
る
ぺ
’
き
’
農
産
物
を
見
返
と
し
て
貸
付
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。
其
の
内
容
は
概
ね

　
次
の
漁
で
あ
る
⇔
　
　
・
、
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
“
　
、
　
、

　
’
先
づ
貸
付
の
労
法
、
及
会
額
忙
付
て
見
る
鷹
あ
．
発
魏
農
匿
物
・
の
出
荷
輔
當
を
受
ド

　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
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旬

’

一
　
　
　
●

’

一
　
　
　
碑

、
諾
・
せ
る
村
叉
は
興
農
、
曾
（
興
農
曾
を
結
成
’
せ
ざ
る
場
合
は
屯
｝
に
し
て
、
小
作

．
籾
の
㊤
納
、
制
又
は
代
㊤
納
制
泣
に
集
團
出
荷
（
共
同
出
、
荷
を
含
む
｝
を
行
ふ
場

　
骨
に
於
て
は
、
出
荷
割
蛍
量
一
，
臨
に
付
四
十
脚
を
漂
準
と
し
、
　
興
農
曾
を
゜
里
位

志
し
て
、
信
用
貸
杖
を
行
ふ
こ
と
、
し
た
の
で
あ
る
⇔
而
し
て
，
此
の
出
荷
見
麩
’
貸

付
を
行
ふ
場
合
は
、
』
枇
員
當
最
高
貸
付
限
度
の
規
定
は
適
用
さ
れ
ず
パ
出
荷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

プ
割
営
額
に
嚥
じ
て
貸
出
㊤
額
が
決
定
ざ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
右
一
醜
常
貸

出
金
額
は
一
鷹
の
標
準
、
を
示
す
も
の
で
あ
つ
て
、
先
銭
農
庵
物
の
種
類
疫
．
既
往

　
　
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ

の
出
荷
實
績
を
・
勘
案
の
．
上
適
鴬
忙
塘
減
し
得
る
と
と
S
な
つ
て
居
り
、
例
へ
゜
ば

籾
の
如
、
き
作
物
に
雪
し
て
は
一
磁
に
付
六
十
園
の
貸
付
を
認
、
め
る
と
と
、
し
て

．
居
る
の
で
あ
る
三
上
述
の
如
く
出
荷
見
返
貸
付
は
個
々
の
枇
昌
を
当
象
と
せ
ず

一
に
興
農
曾
を
讃
象
と
し
て
實
施
さ
れ
．
∀
且
適
用
條
件
に
付
゜
て
も
創
限
を
設
け
て

居
る
の
で
あ
る
が
、
斯
る
條
件
を
具
備
せ
ざ
る
場
合
に
於
て
も
貸
付
を
停
止
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

－
る
も
の
．
で
・
は
無
・
く
、
例
へ
ば
集
團
出
．
荷
を
實
∵
施
せ
ざ
る
砿
員
に
当
し
で
も
，
糾

農
曾
長
に
於
で
元
琉
全
償
還
の
責
に
任
ず
る
場
．
曾
は
、
・
出
荷
見
返
貸
付
に
準
じ

　
　
　
　
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
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一
　
　
　
碑

（

－て

ﾝ
付
を
行
ひ
得
る
こ
と
、
し
て
居
る
の
で
あ
　
る
口
但
し
此
の
場
巨
の
一
麗
當

貸
付
凛
準
額
に
付
て
は
、
豫
め
市
縣
旗
公
署
と
協
議
の
上
減
額
さ
れ
る
宅
と
・
　
、
、

な
つ
て
居
る
。
叉
出
荷
割
’
當
を
受
諾
せ
る
も
小
作
料
の
物
柄
制
い
の
爲
以
上
の
如

竜
取
扱
一
を
行
ひ
得
ざ
る
場
合
、
・
或
は
南
浦
に
於
け
る
如
く
貧
」
農
の
爲
出
荷
割
営

を
受
譜
し
得
ざ
る
場
合
に
於
て
は
、
一
搬
信
用
貸
付
．
及
纏
楳
貸
付
の
方
法
及
限

゜
度
に
依
⑬
、
貸
付
を
行
ふ
ヒ
と
、
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
其
の
最
高
貸
付
隈
度
は

・
本
年
初
の
塘
額
決
定
に
依
・
h
’
左
の
蓮
と
な
つ
た
o
　
　
　
　
・
・
　
　
．

　
　
プ
、
一
肚
員
當
最
高
貸
付
限
度
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
信
用
貸
付
　
　
　
　
六
〇
〇
圓
．

　
　
　
　
　
旛
保
貸
付
　
　
　
二
．
O
O
O
圓
　
，
＾

　
然
し
な
が
々
斯
喝
一
搬
貸
付
を
認
め
る
に
営
つ
て
．
も
、
出
荷
見
返
貸
曾
及
之
・

、
に
準
ず
る
貸
付
を
優
先
．
的
忙
行
ひ
、
一
般
貸
付
を
第
二
次
的
に
取
扱
ふ
ζ
と
は

吻
論
で
あ
る
。
叉
其
他
の
資
金
＼
鴇
ち
生
活
資
金
、
商
工
業
資
金
、
蒼
債
償
還
・

資
金
及
土
地
購
入
資
合
等
の
．
如
く
直
接
緊
急
鰻
産
に
寄
輿
せ
ざ
る
餐
命
に
付
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
－
　
，
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＝
　
　
　
O

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ

　
は
．
、
極
ガ
抑
制
叉
は
禁
止
・
の
方
針
を
操
る
ピ
ど
、
な
う
て
唐
る
も

　
表
．
に
貸
付
金
の
償
翠
方
法
k
付
て
見
る
た
、
出
荷
見
返
貸
付
は
將
來
出
壷
，
寧

　
行
ふ
・
も
言
ふ
約
定
’
の
下
に
實
・
施
き
れ
る
の
／
で
あ
る
爲
、
特
に
回
収
の
－
藩
實
噺
覇

　
し
、
交
易
場
又
は
指
麺
場
所
に
於
て
常
該
出
廻
年
度
．
の
出
－
荷
農
慶
物
販
鷺
代
金

゜
よ
り
差
引
返
濟
を
行
は
し
め
・
る
と
と
、
し
、
又
之
が
元
利
償
還
に
付
て
は
別
に
ぺ

約
定
書
を
作
成
せ
し
め
、
興
農
曾
長
及
村
パ
．
屯
内
有
力
者
を
L
て
連
帯
，
責
任
を
゜

取
ら
せ
る
こ
と
・
し
て
．
唐
る
の
．
、
で
あ
る
。
然
レ
な
が
ら
現
竃
．
に
於
て
は
も
大
量

　
出
荷
に
際
し
交
易
場
乃
至
指
．
定
、
・
場
所
に
於
て
農
産
物
代
余
よ
り
墓
引
櫨
濟
を
行

　
は
↓
め
る
こ
と
は
、
°
取
扱
川
の
煩
耀
を
発
れ
ぬ
爲
、
興
農
曾
長
の
絶
蹴
實
－
任
の
下

　
に
返
濟
金
を
取
纏
め
、
保
讃
ル
た
る
村
長
を
趣
て
返
濟
す
る
と
’
雪
ぶ
芳
決
が
操
　
．

　
ち
れ
る
こ
と
．
に
な
つ
ズ
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
村
・
又
は
興
農
．
曾
｛
屯
一
に
於

　
て
，
貸
付
金
霜
を
當
．
該
出
廻
庄
度
の
所
定
の
時
期
迄
ぼ
完
濟
せ
る
場
甘
は
、
村

叉
は
、
興
農
曾
（
屯
｝
に
讃
し
貸
付
全
利
息
の
」
割
に
相
常
ナ
る
金
額
を
交
付
し

、
共
同
施
設
、
，
輻
疵
施
設
等
に
利
用
せ
し
む
る
と
竜
S
．
し
て
居
る
の
で
吟
る
。
叉

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
’
　
エ
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一

む

、

己
　
　
　
⇔

ノ

黍
竃
葉
可
抗
力
に
依
り
、
膏
讃
禦
度
に
於
て
竃
不
能
の
批
轟

態
・
の
欝
生
せ
、
る
場
合
は
．
、
豫
め
市
縣
、
旗
公
署
と
協
議
の
上
翌
注
度
の
出
荷
に
依
・

る
販
曹
代
金
を
以
て
慣
還
せ
し
む
る
こ
と
、
し
て
暦
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
グ
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

弓
新
貸
付
方
針
に
依
る
貸
付
状
況
　
　
　
　
　
”
　
　
°

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
以
上
の
如
く
出
荷
見
返
貸
付
は
先
鏡
‘
、
農
庵
物
確
保
の
裏
付
ε
し
て
出
、
荷
割
當

　
に
‥
鷹
じ
～
て
放
出
さ
れ
る
爲
、
之
が
所
要
資
金
ぼ
必
然
的
に
増
、
大
ナ
ベ
き
ヒ
と
が

豫
想
さ
れ
る
の
・
で
あ
．
る
が
，
康
徳
七
賃
來
寵
施
さ
れ
纂
ξ
轟
轍
摩
響
、

年
度
農
庵
物
埠
慶
毅
策
の
實
施
を
契
機
と
し
て
．
、
褒
展
的
・
解
消
を
見
ろ
ζ
と
S

左
り
、
之
に
代
ふ
る
に
歪
度
ば
從
來
先
銭
を
交
付
せ
る
農
蔭
物
に
付
、
康
懲

＋
銀
＋
月
二
・
よ
り
明
年
三
月
末
日
迄
に
出
、
荷
し
た
渇
者
に
轍
し
て
先
鍵
相
常

額
＝
o
o
冠
に
付
一
豊
を
出
荷
縫
働
金
と
し
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付
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